












要約:アレルギー疾患は近年増加傾向にあると言われ、その発症防止が重要な課題となって

いる。特にアトピー性疾患の発症に関して、食物抗原による経胎盤感作が示唆されるよう

になり、妊娠中から発症予防のための食事制限が一部で推奨されているが、その有効性及

び基準について統一された合意が存在するとは言い難く、食事指導に混乱が見られるのが

現状である。 

妊娠中に過不足ない栄養の補給が要求されるのは当然のことであり、必要以上に食事制限

を行うことは胎児の順調な発育を阻害する危険性をはらむものであり、適正な食事指導の

基準を定める必要性が高い。 

我々は、以下の 5点について自験例及び諸文献について考察を加えた。 

1)経胎盤感作か遺伝的素因か。 

2)妊娠中の食事制限の有効性。 

3)食事制限指導の対象者。 

4)制限指導の対象となる食物。 

5)食事制限指導の時期。 

これらの考察の中から「妊娠中の食事制限は、両親を中心として 2等親以内に明らかにア

レルギーの素因を認める妊婦に限って、本人及び家族の希望に基づき、医師及び栄養士の

指導の下に、原則として牛乳及び鶏卵のみを、妊娠の比較的早期から、完全除去ではなく

緩やかな制限として実施する。」という提言に到達した。 


